
うとする｡昭和46-47年度にわたる節2次野外閃光によ

って,生計様式.･1j!閉脚辺の継杭的な祝窮迫)Rな行な

い.かつF<糊にわたる人口動態滋明らかにするためn料

を苔桃しつつある｡

輪 文

1) 杉山串九 (1972):霊長炉の進化における社会と偶

作性の禿達｡生物科学 23:183-188.

2) Sugiyama,Y.(1972):S∝ialcharacteristicsand

s∝ialization ofwild chimpanzees.In PTZ'mdte

SociaEi{aLLon.(F.E.Poirier,ed.)pp.145-163.

RandomHouse,NewYork.

3) 只野Tr三･乗越怖司･小111荘i樹 (1972):ニホソザ

ル以山A郡の性.年令,作況に関する調査紡果｡人

研学雑誌 80:381-3830

生理研究部門

大沢 済 ･大出J TT7

日片文夫

研 究 概 要

I) 温度適応の研究

大沢抗 ･大島tE7･日片文夫 ･原文江1)
近砺四郎 ･_rf_分村リい 岡田守彦の3氏との共同で,温

度にたいする吐理的適応の総合的な研究を行なってい

る.一定の阻庇に適応したニホソザルおよびカニクイザ

ルの珊々の氾庇におけるエネルギ一代乱 体温調節に関

する生理的箔現&,ノルエビネ71)ソなどにたいする反

応等を比較した｡ また, ニホソザルについて hunting

reactionを血管平田筋の収縮卿 持より,耶 紬的に説明し

ようと試みた｡

2) 霊長現の生棺生理に関する益田的研究

大 島 辞

ニホソザルの交尾期の生息地域ごとのズレが環境要因

か,郡悶迄の迫伝的要因によるものか,または群れの構

成の射 ヒといった生態的要因によるものかを追求する｡

3) ブt]スタグラソディソの苅作退縮械序に関する神経

1J1分予必的研兜

大 仏 117
ブpスク〆ラソディソの怖洗流作用のメカニズムをウ

サギ,サル,ヒトで比較する｡

4) ニホソザル胎盤仕訳自ホルJC･ソ(MPL)に関する研

兜

大 flJ Tt?

I)教務職員

ヒト胎触性琵自ホルモソ(HLP)と比較しながらMPL

の測定法を確立し. これとサルの生統一妊娠周期や胎児

F.5性との閃逆性を兜明しようと肘弼している｡

5) 分娩時子宵収桁伝椛に関する花災iL:斑学的研兜

大 nJ 的
分校時子官収桁の苑LL!.伝ほの株式について分蛇時子

宵に5-8偶の花梅な淡新し,収桁伝将バターソな耶析

しようとするものである｡

6) テレメト1)-によるサル郡関の姿動の比較とサルの

内臓機能との関連に関する研究

日 片 文 夫

年報節2懇9頁参照.

論 文

1) Oshima,冗..C.JollnSOnandA.Gorbman(1972);

Relationsbetweenprolongedhypothyroidism nnd

electroneurophysiologicaleventsintrout,SOtmo

goiTdlZeTTl'1'.Effectsofreplacementdosesofthyrox･

ine.Gelt.Com♪.EIZdom'noL.3;529-541.

2) OshimaIく.,nndK.Matsumoto(1972):Absorption

ofprostaglandinE2anduterinesensitivityoEtlle

non･pregnantandpregnLlntnlOnkey;nvivo.PTOJ･

LOgLalFdzltZ13:447-455.

3) 大島 hll(1973):閑伊川河川水によって肪托された

シpサケのダも'm映球誘起脳改.1(tと卵 140;114｡

4) 西村敏雄 ･大仏m･他 (1973):monkeypILICental
proteinhormoncsに関する研兜 (卯1鞭)｡日本内

分泌学会雄沈49:379.

学 会 発 安

1) Absorptionofomlly･administeredprostaglandinE2
anduterinecontractilityandbodytemperaturein

monkeys.

K.Oshima,M.Sasada,K.Matsumoto,

K.IshiiandK.Matsubayashi

Thirdlnt.Symp.Su.Psychoneuroend∝rinol.,
Lendon(1972).

2) キソギさの飼育温度を変えたときの肝臓乳概脱水前

酵素アイソザイムの型にたいする飼育温皮の形坪-

Ⅱ

佃 弘子 ･大沢 折

節43回日本動物学会 (1972)

3) 朽内海水シpサケの映球済起脳汝による吋Jl旧 榊幾

拝に関する研死

大 f7J m
卯26回日本医学会シソポー}ウふ,
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`̀化学感覚"(1972)

4) ユホソザルとカニクイザルの寒冷に対する生理的反

応

大沢 済 ･萱倉尋実 ･岡田守彦

日片文夫 ･原 文江

第17回プ1)マーチス研究会 (1973)

5) サルおよびヒトの huntingreactionに対するtheo･

rcticalapproach

大沢 済 ･日片文夫

卯17回プt)マ-テス研究会 (1973)

幸島野外研究施設

河 合 雅 雄 (栄)

串血雅称こ関する閲歴は,6月の市議会で売却案が否

決され,一応表面上は小康なえた.しかし,地元の観光

Pn苑の蚊は弧く,この間題は依然として残っている.普

た,米仏する観光客が多く,しばしは研究上支障を来た

し.研兜条件の確保は,ますます四秒 こなりつつある｡

7jlの白帆によって,干潮時に島と対岸をつな(･砂州

がきれ 鮎が探くなった｡-ォォトマ1)の浜に大きく唯釈

していた砂も少なくなり,満潮時にはコイカダまで海水

がおよぷようになった｡しかし,まだコイカダ岩は埋ま

ったままである｡

今咋政研兜施設な利用した研究者 および学生は,延

407名である｡

那 れ の 現 状

1)一〆-のセムツとノミの地位は安定しており,群れ

はよくまとまっている｡かつてヒトリザルだったエイ,

ナべは完全に郡れのメソ':-になっている.

197241:･3月31日現在の群れ桝成 (ソ1)ク1)-を含む)

1951年iL(81),'53(81),'54(81),'55(92),'56(81,

92),'57(81,93),'59(93),'60(81,91),'61(91),

'62(81,91),'63(91),'65(82,93),'66(85,96),

'67(85,97),'68(85,95),'69(810,98),'70(84,

99),'71(87,92),'72(83,91)計105頭(848,957)

出 座

付祝名 アカソポ名 性 出生日 備 考

月

月

憲

.Iii

72
日

73
亡

19
4

19
死

日

日

R
H

日

日

13

14

29

2

18

月

月

月

月

月

6

6

6

7

7

Q
l

{0

ク
ク
ク

タ

デ

ラ

tL

ハ

エ

グ

ラ

カ

ケ

l

I.

.ハ

キ

リ

ジ

T.

.〟

カサ

ク

フ

ハ

シ

死 亡

個 体 名 年令 性 死亡年月

エノキ

オ ゴ

キワダ

ネ ズ

フタバ

スズメ

ネズミ

16才 9 1972年8月

1 8 //
// // /̂
// ? //
J> // //
// 8 //9月

// // /y

フジのべど- 0.5 /y /y12月

オナガ 1.5 〃 1973年2月

/{ラハタ 1 一ク //

1-1.5才のコドその死亡がめだつ｡理由は不明であ

るが,人為による疑いも濃厚である｡

研 究 概 要

1) 生態学的研究
河合雅雄 ･三戸サツユ l)･山口起嗣2)

冠地雷土男3)

前年度からの継銃で,出生,死t,成E{,出超M,性

交期等,ポビュレ～シまソの動態に関する研死な行なっ

たoまた,体誼測定,自然食物 t)ストの作恕な行な19'て

いる｡

2) 社会学的研究

河合雅雄 ･三戸サツヱ ･萩 樹 t

昨年に引き絞き,社会変動の継続祝祭を行なった｡と

くに,リーダーステータスの確立過程,ヒトリザル化

ヒト1)ザルと群れの関係について dataをLJ5めた0

3) 本施設を利用して研究を行なった所員は,森的代 ･

江原昭善 ･大沢秀行 (部門の項参照).共同利用研

究員は,香原志勢 ･森明雄 ･岩本俊孝 ･萩野和彦 ･

木村光伸 (共同利用研究の項参照)である｡

サル類保健飼育管理施設

岩本光雄(派)･千葉敏郎

萱食尋突･松林消明

昭和47年度の木施設 (略称 :サル施設)に関する動向

としては,建設終了のサル施設棟等の任用の開始と研究

1)教務補佐員

2)文部技官

3)文部技官

- 10-


